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千曲川支流の１つで浅間山東南麓を流れる湯川流域で小規模なポットホール群が見られる。河川の侵食地形で

あるポットホールは流域の基盤岩上を水流が長い年月をかけて侵食して形成するものである。ポットホールの成因
に基盤岩の割れ目、断層が大きく貢献しているとされている。今発表では湯川流域の３ケ所のポットホール群落で
確認された約３００個のポットホールについて、割れ目の有無、河床の傾斜との関連を調べた。 
 
 
１、はじめに 
 浅間山東南麓を流れる信濃川支流の湯川流域で３ケ所の小規模なポットホール群落が存在する。上流から油

井、杉瓜Ａ、杉瓜Ｂの３群落が存在し、油井、杉瓜Ａは伊藤隆吉（1980A）がそれぞれ数十個のポットホールが見
たと報告している。我々は油井で１１０個、杉瓜Ａで１５０個、新たに確認した杉瓜Ｂ群落で４０個超のポットホー
ルを確認した。 
 
２、目的 
 湯川流域のポットホール群落で各群落毎のポットホールの分布、形態分類、河床傾斜と形態との関連、およ

び基盤岩の割れ目の有無を調査して、湯川流域の３群落のポットホールの生成要因を推定することである。 
 
３、今回の議論 
(1) 油井、杉瓜Ａ、杉瓜Ｂの以上３群落で合計４００個超のポットホールに対しポットホール型、滝壷型、ス

プーン型、溝型と特徴的な形状に分類した。（戸田、長内：2000 年合同大会 Qa-P010。） 
(2) ３群落には共通して１～５ｍ程度の落差がある。河床傾斜の急な箇所でポットホール型が多く見られる。 
(3) 河床傾斜の緩やかな場所では、溝型、スプーン型が多く見られる。 
(4) ポットホールの形成と基盤岩の割れ目との関連を示唆している（伊藤 1980B）。上記３群落のポットホール

と割れ目の関連を調査して、溝型ポットホールの長径方向に割れ目が多く存在していたことがわかった。 
(5) 断層の存在がポットホールの生成に影響をおよぼす（伊藤 1964）とされる。油井、杉瓜Ａ、杉瓜Ｂの上記

３群落内に明確な断層は見い出させなかったが、今後詳細な調査をする予定である。 
(6) これらにもとづき、湯川の油井、杉瓜Ａ、杉瓜Ｂ各ポットホール群落においては、割れ目の存在だけでな

く河床傾斜の緩急の度合いもポットホールの形成に関与していると考えられる。 
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